
台風16号の降雨における岩屋ダムの防災操作について（速報）

木曽川水系馬瀬川の水資源機構岩屋ダム（下呂市金山町）流域では、前
き そ が わ す い け い ま ぜ が わ み ず し げ ん き こ う い わ や げ ろ し か な や ま ち よ う

線及び台風16号の影響により、9月17日20時から9月20日21時までの総雨量

が222㎜（ダム流域平均雨量）を記録しました。

この降雨により、ダムへの最大流入量は毎秒671立方メートルとなりまし

た。

この洪水に対して、岩屋ダムでは防災操作を実施し、最大流入量時に毎

秒464立方メートルの水をダムに貯留して、ダム下流河川の水位低減に努め

ました。

今回の防災操作により、岩屋ダムが無い場合と比べ、東沓部地点（下呂
ひがしくつべ げ ろ

市金山町東沓部地先）の河川水位を最大約1.1メートル低減したものと推定
し か な や ま ち よ う ひ が し く つ べ ち さ き

されます。

※防災操作：大雨によりダムに流れ込む水の一部をダムに一時的にため込んで、ダ

ムから下流に流す水の量を減らし、下流河川の水位を低減させる操作。

※今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等が変わることがあります。

平成２８年９月２１日

独立行政法人 水資源機構

岩 屋 ダ ム 管 理 所

発表記者クラブ
中日新聞社萩原通信局 名古屋テレビ高山通信部

岐阜新聞社下呂支局 岐阜放送高山放送局

読売新聞社下呂通信部 CBC中部日本放送高山支局

朝日新聞社高山支局 中京テレビ岐阜支局

毎日新聞社岐阜支局高山通信部 東海テレビ高山通信部

NHK高山支局 シ－シ－エヌ株式会社

問い合わせ先

独立行政法人 水資源機構 岩屋ダム管理所 所長代理 米澤 喜弥
よ ね ざ わ よ し や

住 所：岐阜県下呂市金山町卯野原６－２７

電 話：０５７６－３５－２３３９（代表）
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約222mm

平常時最高貯水位 EL411.00m

洪水流量

300m3/s

洪水時最高水位 EL424.00m

流入量
（ダムに流れ込んだ
水の量）

貯水位

注）数値は速報値です。

最大約464m3/s

低減

9月20日
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放流量
（ダムから流した
水の量）

注）数値は速報値です。

最大流入量
約671m3/s

流域平均累計雨量

洪水調節期間

9月21日



岩屋ダムの防災操作の効果(東沓部地点）

今回の出水による

最高水位 約4.1m（実績）

ﾀﾞﾑによる水位低減効果約1.1m

※東沓部地点：岩屋ダム下流約９．３㎞、飛騨川本川合流前約７．５㎞の地点

（住所：岐阜県下呂市金山町東沓部字前田会津１４５８）

ダムがない場合の最高水位 約5.2m（推定）

金山町 東沓部 金山町 戸部
(県道256号線側)

平常時の平均水位 約1.0m

洪水調節後の水位 約4.1m

ダムがない場合の水位 約5.2m（推定）

岩屋ダム

東沓部

地点

東沓部地点位置図



                                      参考 

 岩屋
い わ や

ダムの防災操作について（速報） 

（ 馬
ま

瀬川
ぜ が わ

（東沓部
ひ が し く つ べ

地点）の水位を１．１ｍ低減 ） 

 

 

先島諸島から北東に進んだ台風１６号は、中心付近の気圧９４５ｈｐ、中心付近の最大

風速４５ｍの勢力を保ちながら９月２０日未明に大隅半島に上陸し、その後東北東に進み

ました。岩屋
い わ や

ダムでは流域の総雨量が２２２㎜を記録したことから、防災操作を実施しま

した。 

岩屋
い わ や

ダムでは、貯水池へ流れ込む水の量が２０日１７時３４分に洪水流量（毎秒３００

立方メートル）に達したため防災操作を開始し、１９時２２分に流入量が最大（毎秒６７

１立方メートル）となり、毎秒４６４立方メートルをダムに貯留しました。 

 

 
流域平均 

総雨量 

ダムへの流入量が 

最大となった時刻 

同時刻における

ダムへの流入量 

同時刻における

ダムの放流量 

同時刻におけ

るダム貯留量

岩屋
い わ や

ダム 222mm 
平成28年9月20日 

19時22分 
毎秒671 m3 毎秒 207m3 毎秒464m3 

 

今回の防災操作により、ダム下流にある東沓部
ひがしくつべ

地点（下流基準点）では、約１．１メー

トルの水位低減効果があったと推定されます。 

 

東沓部
ひがしくつべ

地点※の水位が 

最高水位となった時刻 

同時刻における東沓部
ひがしくつべ

地点の河川水位 

ダムがなかった場合 

の同地点の最高水位 
水位低減効果

平成28年9月20日 

21時00分 
４．１ ｍ  ５．２ ｍ   １．１ ｍ 

 

※ 東沓部
ひがしくつべ

地点  岩屋
い わ や

ダム下流約9.3km、飛騨川本川合流前約7.5kmの地点 

           所在地 ：下呂市金山町東沓部
ひがしくつべ

字前田会津 1458 

 


